





















『漢書抄』 「高后紀」と「文帝紀」が『前漢書続集』を引用している箇所を対照表として掲げ、両「帝紀抄」の引用は節略が過ぎる点と 標点に誤りがある点を指摘している。ただし、長尾論文は、両「帝紀抄」に『前漢書続集』を引用したのは誰かという点に紙幅が割かれており、引用部分に対す 考察の余地が残っていると考えられる。　
小論は、 『漢書抄』の「高后紀」と「文帝紀」が、 『前漢書続集』からどのような部分を引用しているか考察することを目
























































書音義曰、諱雉」の一文は、 「高祖微時妃也」に注として付された裴駰『史記集解』に引く「漢書音義曰、諱雉」が該当する。 「呂后ノ姉ヲハ」から「許于反」までは『史記』に記載がなく、 『漢書』巻三・高后紀に見える。 「高皇后呂氏」に付された顏師古の注に「姁音許于反」とある。 「史ニ」以降の一文は、 『史記』巻九・呂太后本紀からの引用であるが、同様の文は『史記抄』第六冊・呂后本紀・
68丁ウ～オにも見える。


































































ト可読ソ」とある。 「史ノ注ニ」以下は、 『史記』巻一○・孝文本紀の「孝文皇帝」に付された注に見え、裴駰の『史記集解』に「漢書音義曰、諱恒」と引く箇所が該当する。右の書き付けであると、後半部 『史記』の から 引用 錯覚する
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が、該当するのは、 『漢書』巻四・文帝紀注に引く荀悦の注である。 「孝文皇帝」の下に注が付され、 「諱恒之字曰常」とある
）（（
（
。 「文帝紀」の一文は、 【資料一】に挙げた「高后紀」と同様に、 『史記』と『漢書』の記載を併せて引用しているのであ
































本節では、史書の記載と『前漢書続集』の叙述、 『漢書抄 「高后紀」と「文帝紀」における『前漢書続集 引用部分を





ている。この点を考慮すると、比較対象として取り上げる史書には、 『史記抄』の抄写対象である『史記』がふさわしいと考えられ ただし、本節に扱う「高后紀」 「文帝紀」の『前漢書続集』引用部分が、 『史記抄』の記載によっているとの確証はなく、加えて『前漢書続集』の話柄が『史記』の記載に基づいて書かれたと断言することも きない。そこで『前漢書続集』と『漢書抄』が対象とする時代 歴史書である『漢書』を取り上げることとしたい。　『漢書』の記載を引用する際、 『前漢書続集』の叙述と『漢書抄』 「高后紀」 「文帝紀」の記述に関係する文に傍線を付す。












劉肥見帝。礼畢、同飲数盃。後、太后転身起、令宮監暗将到鴆酒。恵帝疑惑。太后挙盞与劉肥。ゝゝ接盞、与恵帝換盞。恵帝挙盞欲飲。太后与呂胥抉耳懊悔、大恨劉肥。恵帝見酒色其悪、遂将酒奠上蒼。落磚、火焔三尺。恵帝便起、携劉肥手至於殿前、弟兄二人抱頭而哭、恵帝言 哥ゝ莫去青州、只於長安伴寡人住国。劉肥緊辞、要去青州。恵帝与劉肥合盒子為勘同、各收一扇。如寡人宣皇兄時、将此一扇、勘合相同為准、如無、乃詐也。就便斬使、封頭見朕。言訖、劉肥辞帝出朝去了 （太后は宦官に命じ、鴆毒入りの酒を盃に注がせ、盃を劉肥に渡した。劉肥が酒を恵帝に渡すと、帝は色が悪いのを見て 酒で天を祀った。床に酒が落ちると、三尺の炎が揚がった 恵帝は劉肥の手を取り宮殿の前にやってくると、二人は頭を抱え声を放って泣いた。恵帝は長安に留まるよう求めるが、劉肥は固辞し領地の青州に行くことにした。恵帝は劉肥と小箱の蓋を割符とし 一半ずつを収めた。恵帝が劉肥を招来す 際に 割符を証にすることを約し、劉肥は恵帝のもとを辞去した。 ）


































































りて曰く（友以諸呂女爲后、不愛、愛它姫。諸呂女怒去、讒之於太后曰） 」とある。 『前漢書続集』は、 『漢書』の「它姫」を替え 、劉友の前妻を登場させている。夫妻は呂后の命に背き、呂氏の娘を騙す。ところが、実の子に呼ばれて前妻が姿を現し、呂氏の娘の怒りを買う。詰られた劉友は怒り、 氏の娘を打擲する である。 『漢書』の簡潔な二三字に対して、『前漢書続集』では「劉友至於晋国平州」から「呂女大哭、要告太后」にわたる三○五字を用い、劉友と呂氏の娘の関係が破綻に至る様が詳述してある。そこには、穴に身を隠しても劉友のもとを離れまいとする妻が、内実を知らない実の子に呼ばれ、呂氏の娘の前に姿を現す場面が含まれる。 「高后紀」は、 『漢書』の記載を発展させて『前漢書続集』が詳述している部分を、断続的ながら引用し いる である。　
劉友は【資料五】に続く場面で絶食を強いられる。
　【資料六】　『漢書』巻三八・高五王伝に引く劉友の伝







































　『漢書』の傍線箇所には「衛囲をして之を守り、食らうを得ざらしむ（令衛囲守之、不得食） 」と「趙王餓え（趙王餓） 」とある。 『漢書』の傍線箇所に記載されている簡潔な二六字に対して、 『前漢書続集』は劉友が餓え死に至る様を、 「即日」から「即時而死」までの二一六字にわたり詳述している。劉友は「餓えた体はおふだ紙のように黄色くなり、糊付けした窓の紙を食べ尽くすと、それから半死半生までに餓（餓的体如経紙、将糊窓紙食之尽矣、前後餓得半似人半似鬼） 」えて、 「見
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伯諸侯のなかでも、第一の英雄として、小覇 という名が天下に伝わっていた。もともと項 麾下の将であったが、後に漢に帰属し 高祖を補佐すること なると 本国を出発し 河中府にや き 食客である許 が魏豹に目通りすると、魏豹は人相を見てくれるよう頼み、茶や酒を喫し終えた。とりとめのない話をしていると 薄姫が簾 外 笑て話していた。許負はそれを聞き、 「誰が笑って話しているのですか」と尋ねた 魏豹は「私の妻に相違ない」と言った。許負は、 「天子の妻女です、 （あなたは）君子とな 運命です」と言った。魏豹はその言葉を真 受け 漢に造反した。しかし魏豹は捕らえられて殺された。薄姫も捕らえられたが 高祖の三番目の妻として迎えられ、少陽宮に行くよう命じられた。 ）
　『漢書抄』文帝紀・
15丁ウ





生天子） 」を聞き、 「心喜（心喜） 」び、 「因りて漢に背き中立し、楚と連和す（因背漢而中立、与楚連和） 」とある。 『前漢書続集』は『漢書』と同様に、食客として許負を登場させ、魏豹が高祖に背く様を叙述している。 「文帝紀」は『前漢書続集』の叙述を引用し、薄姫に天子の妻となる分があることを示し、 の三番目の妻に納れられたと記述している。　【資料七】に続く部分には、 『前漢書続集』が『漢書』の記載を発展させた叙述が見える。 「文帝紀」は『前漢書続集』の文章を引用している。次の通りである。　【資料八】　『漢書』巻九七上・外戚伝に引く薄姫の伝









薄姫腹懐有孕、呂后生嫉妬、怕生太子。臨時 呂后教喚穏婆守生 呂后号令道 穏婆、是女児、留者、太子者、随即換了、賜金千両、不従我者、斬之。随時分免、報知呂后。ゝゝ看之笑、是一怪物 没眉没眼 可似一塊血肉 穏婆鬧中抱
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「云々」を挟みつつ断続的な引用になっている。ただし、 「云々」に挟まれる前後の繋がりは比較的緊密であり、文意を取ることは難しくない。文帝の出生譚はおよそ次のようにまとめることができる。怪物然とした容貌で生まれた男児が、実の父から疎んぜられ、その下から追い出される。ところが、男児は成長すると帝王の貌を備えており、ついには太子に封じられ北大王となる。北大王は後に に即位するのである。　『漢書』に見える文帝の出生は、薄姫が腹中に龍が寄り付く夢を見たという前兆が説話的と言える。一方の『前漢書続集』には、目も眉もない肉塊のような子が生まれるとある。皇帝の象徴たる龍との関連 記載される『漢書』に比べると、文帝の出生 怪奇的に叙述されている。とはいえ、 『前漢書続集』には 奇怪な容貌で生まれた太子が、成長すると帝王の容貌を備えているという文帝の特異な出生が叙述してあり、文帝の出生 かかる異説として意趣に富むと言えよう。史書の記載とは異なる趣向が見て取れることから 「文帝紀」は断続的ながらも、当該部分を大量に引用したと推察されるのである。　以上、 『漢書抄』 「高后紀」と「文帝紀」が『前漢書続集』の長文を引用している部分を見てきた。引用されている場面を














































































のなかでも「高后紀」 「文帝紀」には 両篇の掉尾に、 『前漢書続集』の文章を連続あるいは断続的に、比較的ま まった形で大量に引用している。 【資料二】と【資料三】は、呂后が劉肥を毒殺しようと企てる場面であり、 【資料五 と【資料六】は、呂后により劉友が絶食を強いられたはてに死ぬ場面である。これら四つの場面には、呂后の嗜虐性が表されている。 【資料七】 【資料八】には、後 帝王とな 文帝にまつわ 特異な出生譚が叙述 てある。上記六つの場面は、 『前漢書続集』が『漢書』 記載を発展させて 劇的に詳述している部分と言え、 「高后紀」と「文帝紀」は、 『前漢書続集』の叙述を略述す 形で引用している。 【資料九】と【資料一〇】の『前漢書続集 は 史書の記載を典故に持つ叙述になっている。 【資料九】の樊伉は、恵帝の生死を探るために閉ざされた宮殿に踏み入る。こ は父の樊噲が鴻門 おいて劉邦の窮地を救った故事に倣った叙述であると考えられる。 【資料一〇】には、呂后の死の前夜が描か ている。 は、呂后の讒言によって命を奪われた韓信の墓が崩れ、なかから現れ 大蛇が人の命を損なっているという報告に始ま 帝位 即く前兆として、劉邦が白帝の子が変化した蛇を斬った故事に由来す 叙述であると考えられる。　『漢書抄』 「高后紀」と「文帝紀」が『前漢書続集』の長文を引用している部分を見ると、他の漢籍の引用と異なる状態、
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19丁オ： 「史記ニハ」 「漢書音義曰」 「史
ニ」 、ウ： 「恵帝紀ノ注ニ」 「史ニハ」 「史記ニハ」／
20丁オ： 「史ニハ」 「史ニ」 「梅抄云」 、ウ： 「史ニハ」 「索隠ハ」／
21丁オ： 「史ニハ」
「史抄云」 、ウ： 「史ニハ」 「百官表云」 「風俗通ニ」／
22丁オ： 「史ノ注ニハ、索隠ハ 老子経ノ」 「史ニ注ソ」 、ウ： 「漢ハ」 「高紀ノ注ニ」
「史抄云」 「韻書ニハ」 「儀礼ニ郷射疏ニ」 「士喪礼ニ」 「困学ニ」 「杜牧詩ニ」／






































































曰、漢旧儀」 、ウ： 「周礼ニハ」 「風俗通ニハ」／
7丁オ： 「通鑑ニハ」 「蘇鶚演義曰」 「相如子虚賦」 「楚辞…文公注云」 「広韵」 「正義曰」
「左伝」 、ウ： 「匀会注」 「説文」 「玉篇ニハ」／
8丁オ： 「集覧ニ」 、ウ： 「王充論衡」 「淮南子云」 「汲家竹書」 「周礼小宗伯」／
9丁オ： 「唐
書高宗祠五帝、注云」 、ウ： 「公羊伝注疏ニ 礼記、王制疏ニハ」／
10丁オ： 「史ノ注ニハ、索隠曰、戦国策云」 「拠風俗通」 、ウ： 「広韵」
「杜詩注ニ」／
12丁オ： 「礼記、喪服」 「儀礼疏」／



























































高祖以亭長為県送徒驪山 徒多道亡。自度比至皆亡之、到豊西沢中亭、止飲（中略）高祖被酒、夜径沢中、令一人行前。行前者還報曰、前有大蛇当径、願還。高祖酔、曰、壮士行、何畏。乃前 抜剣斬蛇。蛇分為両 道開。行数里、酔因臥。後人来至蛇所、有一老嫗夜哭。人問、嫗何哭。嫗曰、人殺吾子。人 嫗子何為見殺 嫗曰 吾子、白帝子也。化為蛇、当道 今者赤帝子斬之。故哭。 乃以嫗為不誠、欲苦之、嫗因忽不見。
　【キーワード】　　
・漢書抄
　
・高后紀
　
・文帝紀
　
・全相平話
　
・前漢書続集
